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1．背景 

 近年，ますます夏の暑さが厳しくなり，熱中症が増加している．例えば，東京 23 区では 2000 年に 269 人だ

ったのが 2015 年では 3298 人に，横浜市では 2000 年に 92 人だったのが 2015 年では 913 人に増加している1）．

それに伴い，熱中症の医療費や救急車の出動数が増加し，国や各自治体の医療費助成などの負担が増加してい

ると推測される．住民が健康に過ごすためには熱中症対策の必要性が増加している．現在のところ熱中症対策

として，気象情報の提供や予防法の普及などの情報提供が中心である2）．熱中症防止策として，屋内であれば

日光を遮り，冷房することができるが，屋外ではそれができない．しかし屋外においても様々な工夫の余地が

ある． 

 また，緑陰による暑熱環境の緩和効果が大きいことが報告されている3）．緑陰を作るには，大型樹木の方が

小型樹木よりも効果が大きい．しかし，町中の街路樹は小さく剪定され，日影として十分な効果を発揮してい

ないものが見受けられる．さらに，街路樹の倒伏予防，維持管理費の軽減，景観美化等を目的として，小型街

路樹に変える都市もある4）．このような状況を変えるためには，大型街路樹による暑熱環境の緩和効果を定量

的に評価することが重要である． 

 熱中症患者数は暑さ指数(WBGT : Wet Bulb Globe Temperature)との関係が知られている．本研究では大型街

路樹が作る緑陰による暑さ指数の変化を算定するとともに，暑さ指数の低下によってもたらされる熱中症患者

数削減効果を試算する．暑さ指数は湿球温度 Tw，黒球温度 Tg，乾球温度 Td を用いて， 

室外 WBGT=0.7×Tw+0.2×Tg+0.1×Td（単位:℃）…(1)と定義される． 

2．研究方法 

 本研究では，植栽前の道路を十分な木陰のない裸地と考え，植栽後を十分な木陰のある小規模樹林と考えて

計算を行う．小規模樹林内での暑さ指数について，大江らの実験結果5）から 

Tw(植栽後)=Tw(植栽前)（単位:℃）…(2)， 

Tg(植栽後)=Tg(植栽前)-15（単位:℃）…(3)， 

Td（植栽後）=0.74×Td（植栽前）+6.94（単位:℃）…(4)として計算を行った． 

 6 都府県の人口は，東京都 13,500,000 人，大阪府 8,800,000 人，愛知県 7,500,000 人，新潟県 2,300,000

人，広島県 2,800,000 人，福岡県 5,000,000 人とする． 

 研究対象は，暑さ指数の記録がある東京，大阪市，名古屋市，新潟市，広島市，福岡市の 6 都市および救急

搬送人員数の記録がある 6 都府県とする6 ）7）．期間は，平成 28 年の熱中症発症の多い 7，8 月とする．大型街

路樹による熱中症患者数の減少効果は道路上であると考え，道路上での熱中症患者を対象とする．道路上の熱

中症患者は全患者数のうち 2 割である．そのため，道路上の熱中症患者数は，全階級日最高暑さ指数において

常に 2 割と仮定して計算を行った． 

 記録のある平成 28年 5/1から 10/2までの階級別日最高暑さ指数と日平均救急搬送人員数の関係および日救

急搬送人員数割合を各都府県で求めた． それらの結果を利用して，大型街路樹の植栽前と植栽後の暑さ指数

と救急搬送人員数を求めた． 
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3．結果と考察 

 暑さ指数と救急搬送人員数割合の関係は図1

のようになった．図 1 の 27℃前後からどの都

市においても増加していることが分かる．高温

域においては暑さ指数を 1℃下げるだけでも，

多くの熱中症患者数を減らせると考えられる． 

 表 1は 6都府県の救急搬送人員数を表にまと

めたものである．実測値は記録されている値，

植栽前の値は暑さ指数と救急搬送人員数割合

から求めた値，植栽後の値は式(1)から(4)を使

って低下している暑さ指数と救急搬送人員数

割合から求めた値である． 

図 1．6都府県の暑さ指数と救急搬送人員数の関係 

表 1．6都府県の救急搬送人員数（人） 

 

 

 

 

 

 

 6 都府県の救急搬送人員数は合計で 1393 人の減少が見

込めた．これは約 13%の減少となる．救急搬送人員数は

熱中症患者数の半分8）なので，熱中症患者数は 2786 人減

少すると推定された． 

 図 2 は実測値と植栽前の値の関係を示したもので，相

関係数は 0.99895 であり，ほぼ一致していた． 

 

 

 

図 2．救急搬送人数実測値と植栽前の値の関係 
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東京都 大阪府 愛知県 新潟県 広島県 福岡県 合計
実測値 2272 3025 2371 728 1199 1807 11402
植栽前の値 2025 2826 2113 699 1139 1699 10500
（実測値）－（植栽前の値） 247 199 258 29 60 108 902
植栽後の値 1749 2461 1832 606 981 1478 9107
（植栽前の値）－（植栽後の値） 276 365 280 93 158 221 1393

救急搬送人員数
（人）
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